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１　平成24年12月期 第２四半期（累計）連結業績予想と実績の差異（平成24年１月１日～平成24年６月30日）

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

２　平成24年12月期 通期連結業績予想数値の修正（平成24年１月１日～平成24年12月31日）

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

３　平成24年12月期　第２四半期（累計）個別業績予想と実績の差異（平成24年１月１日～平成24年６月30日）

百万円 百万円 百万円 円 銭

―

21.24

 増         減         率   （％） △10.6 △28.4

 （ご参考）前期第２四半期実績
 （平成23年12月期第２四半期）

5,118 448 343

△ 252143 △ 15.30

 増       減       額  （Ｂ－Ａ） △ 550 △ 56 △ 352

 今　  回　　実　　績 　 （Ｂ） 4,649

１株当たり
四半期純利益

 前  回  発  表  予  想  （Ａ） 5,200 200 100 6.34

売上高 経常利益 四半期純利益

 （ご参考）前期実績
 （平成23年12月期）

10,385 636 556 348 21.69

 増         減         率   （％） △ 10.4 △ 25.0 △ 25.0

△ 200300

―

△ 12.69

 増       減       額  （Ｂ－Ａ） △ 1,100 △ 100 △ 100 △ 400

 今  回  発  表  予  想  （Ｂ） 9,500 300

１株当たり
当期純利益

 前  回  発  表  予  想  （Ａ） 10,600 400 400 200 12.69

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

―

 （ご参考）前期第２四半期実績
 （平成23年12月期第２四半期）

5,293 452 457 341 21.11

 増         減         率   （％） △9.2 △23.5 △22.6

△ 119154 今　  回　　実　　績 　 （Ｂ） 4,813 152

△ 486 △ 47 △ 45 △ 219

売上高 営業利益 経常利益

　平成24年２月13日に公表いたしました平成24年12月期第２四半期累計期間（平成24年１月１日～平成24年６月30
日） の業績予想と、本日公表の同実績に差異が生じましたので下記のとおりお知らせいたします。
　また、これにともなう影響と最近の業績動向を踏まえ、平成24年12月期通期（平成24年１月１日～平成24年12月31
日）の業績予想について、下記のとおり修正いたします。
　なお、平成24年６月１日に発表いたしましたとおり、連結子会社フジ　コピアン（ＵＫ）リミテッド（英国）は清算に係る
手続きを進めており、これにともない特別損失が発生しますので併せてお知らせいたします。

１株当たり
四半期純利益

平成24年８月10日

会 社 名

本社所在地

第２四半期累計業績予想と実績の差異および通期業績予想の修正
ならびに特別損失の発生に関するお知らせ

代 表 者 名

問 合 せ 先

電 話 番 号

四半期純利益

 前  回  発  表  予  想  （Ａ） 5,300 200 200 100

△ 7.60

 増       減       額  （Ｂ－Ａ）

6.34

eiichi-tabata
FASF



４　平成24年12月期　通期個別業績予想数値の修正（平成24年１月１日～平成24年12月31日）

百万円 百万円 百万円 円 銭

（注）個別業績予想数値について営業利益は公表しておりません。

５　第２四半期（累計）業績予想と実績の差異および通期業績予想数値の修正の理由

６　特別損失の発生およびその内容

(注)

　　　　　　　  以 上

　連結子会社フジ　コピアン（ＵＫ）リミテッド（英国）は、近年の業績悪化が顕著であり、回復の見通しが立たない状況
であることから、平成24年６月１日開催の当社取締役会において、解散手続きを開始することを決議しました。同子会
社では、現在、具体的手続きを進めており、今後発生が見込まれる費用を関係会社整理損失引当金繰入額（特別損
失）として、第２四半期連結累計期間において２億１千４百万円を計上しております。
　また、第２四半期個別累計期間においては、同繰入額を９千万円、同子会社に係る関係会社株式評価損（特別損
失）２億３千４百万円を計上しております。

―

△ 1,100 △ 150 △ 400

386 24.02

 増         減         率   （％）

 前  回  発  表  予  想  （Ａ） 10,400 400

 増       減       額  （Ｂ－Ａ）

　当第２四半期累計期間の業績は、長期化する円高による受注、販売面への影響および競争激化による販売価格の
低下などにより売上高が予想を下回る状況となり、利益面においても売上高の減少に加え原油価格の高騰などの影
響により営業利益、経常利益ともに予想に対して減少する結果となりました。また、英国子会社の清算手続きの開始に
ともなう特別損失の発生により、最終損益は純損失の計上を余儀なくされました。
　通期の業績予想につきましては、国内外における景気の先行きが不透明ななか厳しい経営環境が継続することが予
想され、加えて英国子会社の清算手続きにともなう追加費用の発生が見込まれることから、前回予想を大きく下回るこ
ととなりました。

△ 200

△ 10.6

 （ご参考）前期実績
 （平成23年12月期）

10,209 576

△ 37.5

 今  回  発  表  予  想  （Ｂ） 9,300 250 △ 12.69

200

当期純利益

12.69

１株当たり
当期純利益

売上高 経常利益

上記の業績予想は、発表日現在において入手可能な情報にもとづき作成したものであり、実際の業績は、今後
様々な要因によって異なる結果となる可能性があります。


